
１資料

東京国際空港（羽田）の再拡張東京国際空港（羽田）の再拡張

についてについて



《目 次》

１．東京国際空港（羽田）の概要・・ ・ ・ 【 1-1～1-10】

２．沖合展開事業の概要・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 【 2-1～2-3】

３ ．羽田空港再拡張の検討経緯・ ・ ・ ・ 【 3-1～ 3-8】

４．羽田空港再拡張の意義・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 【 4-1～4-13】

５．羽田空港再拡張事業の

今後のスケジュール及び現在の検討状況

・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 【 5-1～5-11】

６．羽田空港再拡張の今後の課題・・ ・ 【 6-1～6-9】

７ ．首都圏第３空港について・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 【 7-1～ 7-2】



１．東京国際空港(羽田)の概要



１．東京国際空港（羽田）の概要

（１）東京国際空港（羽田）は、日本の国内航空旅客利用者約

９２００万人／年（２０００年度実績）のうち、約５５０

０万人（約６０％）が利用し、国内航空貨物取扱量約９３

万トン／年 ２０００年度実績 のうち 約６２万トン(約（ ） 、

６６％）を取り扱う、国内航空輸送ネットワークの要にあ

たる最大の拠点空港である。

【資料：１－２～１－６】

（２）現在、羽田空港と国内４７空港との間に合計約３６０便

／日（約７２０発着／日）の国内線が運航されているが、

本年７月からは、さらに２６便／日（５２発着／日）増便

されることになっている。

【資料：１－７～１－９】

（３）一方、国際線については、本年４月１７日までは、中華

航空及びエバー航空により、国際定期便が２９便／週（５

８発着／週）運航されていたが、新東京国際空港(成田)の

暫定滑走路の供用開始に伴い移転したため、現在国際定期

便は運航されていない。

（４）なお、深夜・早朝時間帯（２３時台から５時台）につい

ては、発着枠の有効利用の観点から、２００１年２月から

国際旅客チャーター便が運航されており、現在まで１８０

（ ）（ ） 。回 １８０発着 ～２００２年４月 の運航実績がある

また、Ｗ杯期間中については、成田空港の輸送力を補完す

る観点から、７月からの国内線の増便に使用する発着枠を

暫定的に使用することにより、昼間においても国際旅客チ

ャーター便の運航を行うこととしている。

【資料：１－１０】



東京国際空港（羽田）

東旅客ターミナルビル
（整備中）

西旅客ターミナルビル



出典：航空輸送統計年報より作成
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平成1２年度利用客
　　　　９，１９８万人
　うち、羽田空港利用客
　　　　５，４７７万人（５９．５％）

年 度

（万人）

810万人(52.5%)

733万人(47.5%)

1,543万人
(100%)

1,314万人(51.6%)

1,230万人(48.4%)

2,016万人(49.9%)

2,026万人(50.1%)

4,042万人(100%)

2,427万人(55.4%)

1,951万人(44.6%)

4,378万人(100%)

3,809万人(58.4%)

2,716万人(41.6%)

6,525万人(100%)

4,302万人(55.1%)

3,508万人(44.9%)

7,810万人(100%)

9,198万人(100%)

3,722万人(40.5%)

5,477万人(59.5%)

6.1%

5.6%

6.6%2,545万人
(100%)

　　　内の数値は、

昭和45～平成12年度の年平均伸率羽田空港を利用した旅客
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出典：航空輸送統計年報より作成
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165千トン(100%)

国 内 航 空 貨 物 取 扱 量 の 推 移

平成１２年度取扱量
　　　　　　９３０千トン
うち、羽田空港取扱量
　　　　　　６１５千トン(６６.１%)

年度

105千トン(63.8%)

60千トン(36.2%)

189千トン(63.1%)

111千トン(36.9%)

300千トン(100%)

305千トン(65.0%)

164千トン(35.0%)

469千トン(100%)

691千トン(100%)

237千トン(34.3%)

454千トン(65.7%)

（千トン）

315千トン(33.9%)

615千トン(66.1%)

7.2％

6.9%

7.3%

　　　　　　内の数値は、

昭和50～平成12年度の年平均伸率

791千トン(100%)

930千トン（100％）

294千トン(37.2%)

497千トン(62.8%)

羽田空港の取扱貨物



羽田空港を中心とする国内航空ネットワーク

全国４７空港と結ばれている全国４７空港と結ばれている



羽田空港を中心とする国内航空ネットワーク

羽田空港の路線（距離）は、ヨーロッパのほぼ全域をカバー羽田空港の路線（距離）は、ヨーロッパのほぼ全域をカバー

羽田～新千歳（894km）　　パリ～ベルリン　 （854km）

羽田～大阪　 （514km）　　パリ～チューリッヒ（476km）



羽田空港路線別・航空会社別輸送実績＜旅客＞（２０００年度）

出典：航空輸送統計年報より作成
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幹線の需要が多く、特に、札幌線、福岡線

の需要が圧倒的である。



羽田路線別・機材別便数
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概ね、需要の多い路線ほど便数が多い。

上位４路線は特にＢ７４７の比率が高い。

１日４便未満の低頻度路線は１７路線。

（
便
数
順

）

１２便／日

８便／日

４便／日

出典：2002年5月時刻表より作成

２便／日

スカイネットアジア航空６便増便予定
（平成14年8月5便、同年9月1便）



羽田空港における運航頻度別旅客数比率

出典：2002年5月時刻表より作成

60.6%19.1%

16.4%

3.9%

１日１２便以上
８路線

１日８便以上１２便未満
８路線

１日４便以上８便未満
１４路線

１日４便未満
１７路線

１日１２便以上の多頻度路線で
６割を占める。
１日８便以上の路線で
８割を占める。



羽田空港の国際旅客チャーター便

深夜早朝の有効活用 Ｗ杯旅客の円滑な輸送

発着それぞれ１日１０回程度

Ｗ杯期間における昼間チャーターの設定

（Ｗ杯期間中成田空港の輸送力を補完する観点から、出発、到
着それぞれ１日１０回程度の運航が可能となるよう措置。）

（参考）現時点における運航見込み

・開幕戦：５月３１日（ソウル）
・決勝戦：６月３０日（横浜）

発着地 見込み
金浦 70回
仁川 19回
メキシコ 1回
総計 90回

週４発着から週７０発着へ
（平成１３年２月からの運航可能発着回数（出発、到着それぞれ週２
回）を拡充し、出発、到着合わせて１日１０回の運航が可能となるよう
措置。）

平成１４年度から深夜早朝チャーターの拡充

（参考）深夜早朝チャーターの実績

（平成１３年２月～平成１４年６月末までの計画を含む。）

発着地 実績 発着地 実績
仁川 148回 瀋陽 4回
グアム 48回 サイパン 2回
済州 27回 ウルムチ 2回
パラオ 9回 ベニス 1回
ホノルル 4回 総計 245回



２．沖合展開事業の概要



２．沖合展開事業の概要

第３次空港整備五箇年計画（昭和５１年９月答申）にお

いて 「東京国際空港については、新東京国際空港の開港、

により、国際線が同空港へ移転してもその後の国内線の航

空輸送需要の増加により、昭和６０年頃には再び能力の限

界に達することが予想されるので、環境対策の観点も含め

て、現空港の沖合展開による総合的な整備計画を早急に策

定し、整備に着手すべきである 」とされた。。

これを受け、①航空輸送力の確保、②航空機騒音問題の

解消、③廃棄物処理場の有効活用、を目的として、昭和５

９年から羽田空港の沖合展開事業を実施しており、これま

でにＡ滑走路、西旅客ターミナル、Ｃ滑走路の供用に続い

て、２０００年３月にＢ滑走路が供用を開始している。現

、 。在 東旅客ターミナルの整備を推進しているところである

【資料：２－２，２－３】



沖合展開事業

区 分 沖 合 展 開 前 第 期 第 期 第 期Ⅰ Ⅱ Ⅲ

概 要 － Ａ滑走路 西タ－ミナル ①Ｃ滑走路 ②Ｂ滑走路 ③東旅客ﾀｰﾐﾅﾙ ④東旅客ﾀｰﾐﾅﾙ(南側部)

(北側 中央部) ｴﾌﾟﾛﾝ 小型機地区等、 、

Ａ滑走路 Ａ滑走路 Ａ滑走路

3,000m×60m 3,000m×60m 3,000m×60m

滑 走 路 (旧Ｂ滑走路) (旧Ｂ滑走路) (旧Ｂ滑走路) Ｂ滑走路

2,500m×45m 2,500m×45m 2,500m×45m 2,500m×60m

(旧Ｃ滑走路) (旧Ｃ滑走路) (旧Ｃ滑走路) Ｃ滑走路

3,150m×60m 3,150m×60m 3,150m×60m 3,000m×60m

供用開始 － 昭和６３年７月 平成５年９月 平成９年３月 平成12年３月 未定平成１５年度末予定

注）平成９年７月から運航時間が拡大された。（6:00～23:00を0:00～24:00に拡大）
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